








要約:代謝異常及びクレチン症マス・スクリーニングの精度管理について，1993 年 1 年間

の実態を調査した。見逃し件数は代謝異常で 8件,クレチン症では 0件であり,クレチン症

においては満足すべき結果であった。精度管理測定結果の記入の誤りについては,代謝異

常で 12 件,クレチン症で 9件と多くみられた。各施設での注意が望まれる。クレチン症ス

クリーニングの TSH 測定に用いられている試薬キットにおいて,ある会社のキットで 8 月

後半から 10月にかけて測定値が低いという現象がみられた。原因を調べたところ,その会

社で用いた標準物質のためと判明し,その後は改善がみられた。本年度は TSH,フェニルア

ラニン,メチオニンの外部標準検体濃度については,昨年までのものより低いものも含まれ

ていたが,大きな問題は生じなかった。


